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枝神社畜産まつりを開催 輝北グリーンハイキングを開催

肝属地区清掃センターが本格稼働

　４月 13日、輝北町市成の日枝神社で畜産まつり
（輝北町商工会主催）が開催されました。
　このまつりは、牛馬の神として知られ「山王どん」
の愛称で親しまれる日枝神社で、畜産振興を祈願し
て毎年行われているもの。まつりでは、踊りやカラ
オケが披露されたほか、剣道大会や弓道大会、歌謡
ショーなどが開催され、訪れた約 3,000 人が春の
まつりを楽しみました。
　また、畜産まつり恒例の抽選会では、前田穎

ひ で お

男さ
ん（西原２丁目）が特賞の黒毛和牛の子牛１頭を見
事引き当て、観客の拍手を浴びていました。

　４月 29日、輝北うわば公園で「輝北グリーンハ
イキング（輝北うわば公園まちづくり公社主催）」
が開催されました。
　このハイキングは、輝北うわば公園の雄大な景色
とさわやかな新緑を満喫してもらおうと毎年行われ
ているもので、市内外から156人が参加。参加者は、
４㎞と８㎞のハイキングコースを思い思いのペース
で歩き、春のハイキングを楽しんでいました。
　また、終了後は、地元特産品やバンガロー宿泊券
などが当たる抽選会も行われ、当選者に大きな拍手
が送られていました。

串良 ’08くしら桜まつりが開催

　４月６日、串良町有里の串良平和公園で「く
しら桜まつり」が開催されました。
　平和公園の桜がほぼ満開となった会場では、
あいにくの雨にもかかわらず、多くの人が訪れ、
「ジョギング大会」や「くしらん坊レース」など
多彩なイベントが行われました。
　ジョギング大会には、４種目に 801 人が参加
して健脚を競いました。また、くしらん坊レー
スには、５部門に 37 チームが参加。賞金をか
けて、激しいレースが繰り広げられました。「ジョ
ギング大会」の優勝者と「くしらん坊レース」
の優勝チームは右のとおり。（敬称略）

桜並木の下を駆け抜ける参加者 様々な仮装で審査員にアピール

仮装の部で優勝した
「ニコニコママ」
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今村皇陽、眞鍋憲弘
榎園彩華、中村紗希
田脇優成、中段大輝、神田竜矢、
水谷貴廣、竹之内弘文、
志水幸一、中原信一、春薗清文
西迫里紗、中間愛梨、柳田佳世子、
大中原加奈子、川平政子、
志水由美子、関屋悦子、有村ユリ子
新村健斗、池井春輝、若狭俊一、
原口良人、増田三郎、飯迫善信、
斉藤和洋
大中原麻依、赤池良美、辻田由美、
道山弘子、島田ツヤ子、中俣シマ子
上羽坪智史、吉田幸三、一松光春、
平嶺明光、田中稔
森川実咲紀、西村美和、
平野つや子、倉みどり、日高チサ子

●ジョギング大会●

細山田サッカーＡ
細山田中野球部Ｂ
串良商業女子バレーＡ
お天気クラブ
ニコニコママ

●くしらん坊レース●
【 小 学 生 の 部 】
【 中 学 生 の 部 】
【レディースの部】
【 一 般 の 部 】
【 仮 装 の 部 】

鹿屋鹿屋
合同入社式を開催 スクールガード・

リーダーに委嘱状

　４月10日、鹿屋商工会議所で
平成20年度新入社員合同入社式
が開催されました。
　参加したのは、市内の13事業
所に就職した 44人。式典では、
岡崎継義鹿屋商工会議所会頭が「全
力で仕事に取り組んでほしい」と
激励。また、新入社員を代表して
定本汐

なぎさ

さんが「今日の気持ちを忘
れずに努力していくことを誓いま
す」と決意の言葉を述べました。

　４月 20 日、姶良川河川愛護会
が姶良川にアユの稚魚約 8,000
匹を放流しました。
　これは、魚の住める美しい河川
を後世に残すため、毎年続けられ
ているもので、今年で27年目。「元
気に育って」と声をかけながら吾
平山上陵など 11箇所で放流され
た稚魚は、６月中旬には体長 18
センチ程度に成長し、アユ釣りが
楽しめます。

　４月４日、市役所で鹿屋市スクー
ルガード・リーダー（地域学校安
全指導員）の委嘱状交付式が行わ
れました。スクールガード・リー
ダーは、市内８地区に１人ずつ配
置され、地域住民などで組織する
スクールガードと連携し、担当地
区の児童・生徒の登下校時の安全
確認や巡回などに取り組んでいま
す。今回、委嘱されたのは８人で、
期間は、平成22年３月31日まで。

姶良川にアユを放流合同入社式を開催

　４月14日、串良町下小原にある肝属地区清掃センターで竣工式が行われ
ました。
　肝属地区清掃センターは、肝属地区２市４町（鹿屋市、垂水市、肝付町、
東串良町、錦江町、南大隅町）から収集される家庭ゴミをガス化溶融炉で処
理するほか、発電や温泉施設への余熱利用を行うなど、資源循環型の施設です。
　同センターでは、昨年12月に火入れ式が行われ、これまで試験運転を行っ
ていましたが、４月から本格稼働となり、今回、竣工式を行いました。
　竣工式では、肝属地区一般廃棄物処理組合の管理者である山下鹿屋市長
が、「この施設は、収集ゴミが全て資源になる21世紀型の施設であり、循環
型社会の新たなまちづくりに大きく寄与することを願う」と式辞を述べたほ
か、関係者に感謝状の贈呈が行われました。


